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○小学生の時からの夢「大工」
大工さんが作業している姿を見て、「格好いいなあ」と
思ったことが大工を目指したきっかけです。工作が好き
だったこともあり、小学生の頃には、四日市工業高校の
建築科に入って、大工の勉強をすると決めていました。

○ものづくりのコンテストに挑戦
高校2年生の時、「高校生もの

づくりコンテスト」で県の代表
に選ばれ、東海大会に出場しま
した。他の選手のレベルが分か
らず不安もありましたが、懸命
に取り組み、優勝することがで
きました。
また、全国の20歳以下の学
生・訓練生を対象とした「若年
者ものづくり競技大会」の建築
大工部門にも推薦していただ
き、出場することができました。

○地元の工務店に就職
高校の授業に講師として来てくれていた今の親方に憧
れ、卒業したら働かせてほしいとお願いし、４月から勤
務しています。
高校でしっかり学んだ
つもりでしたが、授業や
競技と、実際の仕事は全
く違います。分からない
ことがたくさんあり、毎
日が勉強です。

○信頼される大工を目指して
親方の仕事はとても丁寧で、石膏ボードを貼る作業一

せっ こう

つとっても、私とは正確さが違います。また、掃除や道
具の手入れなど、技術だけでなく、仕事に対する心構え
を教えていただいてい
ます。
たくさんのことを学
び、一日も早く信頼さ
れる大工になり、立派
な日本家屋を建てられ
るようになりたいと思
っています。

頑張る建設職人を応援します！
三重県建設労働組合（三重建労）

では、職業訓練校を運営しており、
富山さんも、在学中から技術習得な
どのサポートを受けています。また、
労災保険や健康保険、共済制度、資
格取得などを取り扱い、職人の仕事
と暮らしをサポートしています。
三重建労 四日市支部（☎354－1531）

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：７月11日〜８月10日 ９：00・20：30

四日市工業高等学校在学中に、県内最年少記録
で建築大工二級技能士の検定に合格し、卒業後、
地元の工務店で勤務を始めた富山さんに、今後の
抱負などについて伺いました。

富山 大さん
とみ やま だい

尊敬する親方・谷和憲さんと
東海大会で課題に取り組む

富山さん


